
（市長提出議案）

議案番号

議席番号・議員名 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

付　託
委員会

議決結果

議　案　名

大
山

　重
隆
（
無
）

小
林

　啓
子
（
公
）

小
河
原
浩
和
（
改
）

本
田

　謡
子
（
改
）

松
田

　雅
代
（
先
）

宮
杉

　勝
男
（
自
）

木
村

　治
夫
（
自
）

小
林

　順
一
（
公
）

中
村

　孝
子
（
先
）

藤
沼

　
　貢
（
無
）

青
木

　
　章
（
新
）

手
島

　幸
成
（
新
）

武
藤

　壽
男
（
無
）

大
平

　泰
二
（
共
）

議案第29号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第１号）
幸手市職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第30号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号）
幸手市税条例の一部を改正する条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第31号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第３号）
幸手市都市計画税条例の一部を改正す
る条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第32号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第４号）
幸手市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第33号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号）
平成28年度幸手市一般会計補正予算
（第６号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第34号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第６号）
平成28年度幸手市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第35号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第７号）
平成28年度幸手市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ー 賛成多数承認

議案第36号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号）
平成28年度幸手市公共下水道事業特別
会計補正予算（第４号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第37号
幸手市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第38号 工事請負契約の締結について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員可決

議案第39号 平成29年度幸手市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 文教厚生 賛成多数可決

八坂大神輿宮出し
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６月定例会のおもなことがら
・新正副議長挨拶、議員の役職一覧
・平成29年６月定例会議案など
・常任委員会での審議
・市政に対する一般質問
・市内の各工事現場を視察
・議決の結果一覧、編集後記

市議会だよりは市のホームページでもご覧いただけます。http://www.city.satte.lg.jp/

（○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席）公明党…公　改革…改　先進…先　自由民主党…自　新緑…新　日本共産党…共　無所属…無

平成29年6月定例会 提出された議案の結果

〔市議会だよりさって〕No.83　平成29年（2017）8月1日発行　■発　行：幸手市議会　〒340-0192幸手市東4－6－8　Tel 0480（43）1111　■編　集：幸手市議会広報編集委員会
　 この広報紙は資源保護のため、再生紙および植物油インキを使用しています。

議
会
広
報
編
集
委
員

四季折々に咲く花が楽しめる権現堂堤、梅雨の
時季にはあじさいまつりで賑わいました。春の

桜まつりでは幸手駅に特急スペーシアが臨時停車するなど、駅からパ
ンフレットを片手に歩き始める方々を多く見かけるようになりまし
た。幸手宿観光ガイドの会が行う「幸手宿場歩き」も幸手駅が起点。
今、幸手駅が市活性化のキーワードになっています。議会と市は車の
両輪として、幸手駅橋上化をはじめ、市の発展に全力で取り組みたい
と思います。

編 集 後 記委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

藤　沼　　　貢
宮　杉　勝　男
青　木　　　章
大　平　泰　二
大　山　重　隆
木　村　治　夫
小　林　順　一
本　田　謡　子
松　田　雅　代

（16）
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新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶

議
会
改
革
を
進
め

　
　
開
か
れ
た
議
会
運
営
を

表 

彰

　こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
力
を
傾
注
し
、
職
責
を
全
う
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

人
口
の
減
少
や
急
激
な
高
齢
化
の
進
展

と
い
っ
た
社
会
変
化
に
対
処
し
つ
つ
、

地
域
の
活
性
化
と
、
安
心
・
安
全
な
市

民
生
活
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
二
元
代
表
制
の
も

と
で
、
執
行
機
関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
十
分
に
果
た
し
、
積
極
的
に
政

策
提
言
を
行
う
な
ど
、
市
議
会
の
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
さ
を
増
し
て
お
り
、

私
ど
も
も
改
め
て
、
そ
の
重
責
を
強
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
圏
央
道
幸

手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
や
、
幸

手
中
央
地
区
産
業
団
地
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
ほ
か
、
桜
ま
つ
り
を
中
心
と
し

た
観
光
事
業
に
多
く
の
方
が
訪
れ
る
な

ど
、
将
来
に
向
け
て
明
る
い
展
望
が
見

え
て
お
り
ま
す
。

　し
か
し
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
等
の

分
野
に
お
い
て
、
さ
ら
に
施
策
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
大
規
模
事
業
等

に
よ
る
財
政
負
担
の
増
加
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
な
ど
、
市
政
進
展
の
懸
念
材

料
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政

各
分
野
に
お
い
て
早
急
か
つ
継
続
的
な

対
応
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
と
し

て
も
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
平
成
27
年
に
施
行
し
た
「
議

会
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆

様
の
付
託
に
答
え
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
を
進
め
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
も
幸
手
市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
幸
手
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
く

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
手
島
幸
成
議

員
が
議
長
・
副
議
長
の
職
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
、
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
武

藤
壽
男
議
員
が
特
別
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

正副議長選挙および
常任委員会委員改選

藤 沼 　 貢宮 杉 勝 男
議 　 長副 議 長

議　長 藤　沼　　　貢

副議長 宮　杉　勝　男

議会運営委員会委員 ◎小河原　浩　和　○木　村　治　夫　　小　林　順　一    
　中　村　孝　子　　青　木　　　章

総務常任委員会委員 ○小　林　啓　子　　小河原　浩　和　◎本　田　謡　子
　松　田　雅　代　　宮　杉　勝　男　　木　村　治　夫
　手　島　幸　成　　武　藤　壽　男　　大　平　泰　二

文教厚生常任委員会委員 　大　山　重　隆　○小河原　浩　和　　宮　杉　勝　男
◎木　村　治　夫　　小　林　順　一　　中　村　孝　子
　藤　沼　　　貢　　青　木　　　章　　武　藤　壽　男

建設経済常任委員会委員 　大　山　重　隆　◎小　林　啓　子　　本　田　謡　子
　松　田　雅　代　　小　林　順　一　　中　村　孝　子
　藤　沼　　　貢　　青　木　　　章　○手　島　幸　成
　大　平　泰　二

（平成29年６月１日現在）
◎委員長　　〇副委員長 

市 議 会

本 会 議 〇市長や議員が提出した議案などについて、質疑、討論、採決など議会としての
最終意思の決定を行います。　　　　　

〇市政全般について、市長や執行機関の考えを問いただします。

委 員 会 〇議会に提出された議案などを、少人数の議員で専門的・能率的に審査するため
に設置される議会の内部機関。

〇議会を円滑に運営するため、議会運営の全般について協議
し、意見調整を図る場として設置される委員会です。

議会運営委員会

〇提出された議案などをより詳しく効率的に審査するために
常設される委員会で、総務常任委員会・文教厚生常任委員
会・建設経済常任委員会の３つの委員会があります。幸手
市議会では議員は２つの常任委員会に所属しています。

常 任 委 員 会

〇特定の事項について詳しく審査する必要があるときは議会
の議決により付議された事件を審査します。特 別 委 員 会

　６
月
定
例
会
の
初
日
に
、
手
島
幸
成
議
長
、
小
林
順
一
副
議

長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
・
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
藤
沼
貢
議
員
、
新
副
議

長
に
宮
杉
勝
男
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
の
任
期
は
２
年
と
さ
れ
て
お
り
、

幸
手
市
議
会
委
員
会
条
例
第
３
条
に
よ
り
、
今
定
例
会
に
て
任

期
満
了
に
よ
る
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た

な
委
員
会
の
構
成
は
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

議員の役職一覧

議会の組織図

（５人）

（９人）
※欠員１人  

（９人）
※欠員１人  

（10人）



（2）（3）

新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶新正副議長のご挨拶

議
会
改
革
を
進
め

　
　
開
か
れ
た
議
会
運
営
を

表 

彰

　こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
力
を
傾
注
し
、
職
責
を
全
う
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

人
口
の
減
少
や
急
激
な
高
齢
化
の
進
展

と
い
っ
た
社
会
変
化
に
対
処
し
つ
つ
、

地
域
の
活
性
化
と
、
安
心
・
安
全
な
市

民
生
活
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
二
元
代
表
制
の
も

と
で
、
執
行
機
関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
十
分
に
果
た
し
、
積
極
的
に
政

策
提
言
を
行
う
な
ど
、
市
議
会
の
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
さ
を
増
し
て
お
り
、

私
ど
も
も
改
め
て
、
そ
の
重
責
を
強
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
圏
央
道
幸

手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
や
、
幸

手
中
央
地
区
産
業
団
地
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
ほ
か
、
桜
ま
つ
り
を
中
心
と
し

た
観
光
事
業
に
多
く
の
方
が
訪
れ
る
な

ど
、
将
来
に
向
け
て
明
る
い
展
望
が
見

え
て
お
り
ま
す
。

　し
か
し
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
等
の

分
野
に
お
い
て
、
さ
ら
に
施
策
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
大
規
模
事
業
等

に
よ
る
財
政
負
担
の
増
加
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
な
ど
、
市
政
進
展
の
懸
念
材

料
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政

各
分
野
に
お
い
て
早
急
か
つ
継
続
的
な

対
応
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
と
し

て
も
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
平
成
27
年
に
施
行
し
た
「
議

会
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆

様
の
付
託
に
答
え
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
を
進
め
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
も
幸
手
市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
幸
手
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
く

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
手
島
幸
成
議

員
が
議
長
・
副
議
長
の
職
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
、
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
武

藤
壽
男
議
員
が
特
別
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

正副議長選挙および
常任委員会委員改選

藤 沼 　 貢宮 杉 勝 男
議 　 長副 議 長

議　長 藤　沼　　　貢

副議長 宮　杉　勝　男

議会運営委員会委員 ◎小河原　浩　和　○木　村　治　夫　　小　林　順　一    
　中　村　孝　子　　青　木　　　章

総務常任委員会委員 ○小　林　啓　子　　小河原　浩　和　◎本　田　謡　子
　松　田　雅　代　　宮　杉　勝　男　　木　村　治　夫
　手　島　幸　成　　武　藤　壽　男　　大　平　泰　二

文教厚生常任委員会委員 　大　山　重　隆　○小河原　浩　和　　宮　杉　勝　男
◎木　村　治　夫　　小　林　順　一　　中　村　孝　子
　藤　沼　　　貢　　青　木　　　章　　武　藤　壽　男

建設経済常任委員会委員 　大　山　重　隆　◎小　林　啓　子　　本　田　謡　子
　松　田　雅　代　　小　林　順　一　　中　村　孝　子
　藤　沼　　　貢　　青　木　　　章　○手　島　幸　成
　大　平　泰　二

（平成29年６月１日現在）
◎委員長　　〇副委員長 

市 議 会

本 会 議 〇市長や議員が提出した議案などについて、質疑、討論、採決など議会としての
最終意思の決定を行います。　　　　　

〇市政全般について、市長や執行機関の考えを問いただします。

委 員 会 〇議会に提出された議案などを、少人数の議員で専門的・能率的に審査するため
に設置される議会の内部機関。

〇議会を円滑に運営するため、議会運営の全般について協議
し、意見調整を図る場として設置される委員会です。

議会運営委員会

〇提出された議案などをより詳しく効率的に審査するために
常設される委員会で、総務常任委員会・文教厚生常任委員
会・建設経済常任委員会の３つの委員会があります。幸手
市議会では議員は２つの常任委員会に所属しています。

常 任 委 員 会

〇特定の事項について詳しく審査する必要があるときは議会
の議決により付議された事件を審査します。特 別 委 員 会

　６
月
定
例
会
の
初
日
に
、
手
島
幸
成
議
長
、
小
林
順
一
副
議

長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
・
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
藤
沼
貢
議
員
、
新
副
議

長
に
宮
杉
勝
男
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
の
任
期
は
２
年
と
さ
れ
て
お
り
、

幸
手
市
議
会
委
員
会
条
例
第
３
条
に
よ
り
、
今
定
例
会
に
て
任

期
満
了
に
よ
る
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た

な
委
員
会
の
構
成
は
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

議員の役職一覧

議会の組織図

（５人）

（９人）
※欠員１人  

（９人）
※欠員１人  

（10人）
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（4）（5）

　地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
に
係
る
軽
減
判

定
所
得
額
を
改
正
、

平
成
29
年
度
か
ら
施

行
。

　地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
企

業
主
導
型
保
育
事
業
等
の
固
定
資
産
に

対
す
る
わ
が
ま
ち
特
例
の
導
入
や
、
軽

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用

期
限
等
を
改
正
。
平
成
29
年
度
か
ら
施

行
。　地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
企

業
主
導
型
保
育
事
業
の
固
定
資
産
に
対

し
て
、
わ
が
ま
ち
特
例
を
導
入
。
平
成

29
年
度
か
ら
施
行
。

　前
年
度
の
歳
入
確
定
と
、
事
業
費
の

確
定
等
に
よ
り
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
３
２
３
９
万
9
千
円
を
減
額
し
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
１
７
７
億
１
２
２

５
万
3
千
円
に
補
正
。

※

事
務
処
理
上
の
錯
誤
が
判
明

　審
議
の
過
程
で
、
平
成
27
年
度
生
活

保
護
費
（
県
補
助
金
）
の
清
算
に
錯
誤

が
あ
り
、
事
務
的
ミ
ス
が
発
生
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　こ
の
件
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
陳
謝

が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
市
民
生
活
へ

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　幼
稚
園
、保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
、

小
規
模
保
育
所
等
特
定
地
域
型
保
育
事

業
に
お
け
る
受
給
資
格
証
の
任
意
交
付

化
に
伴
い
、
支
給
認
定
保
護
者
の
受
給

資
格
等
の
確
認
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る

支
給
認
定
に
係
る
事

項
を
記
載
し
た
通
知

書
を
新
た
に
加
え
る

も
の
で
、
事
業
者
の

事
務
の
簡
素
化
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
ま
す
。

主
な
提
出
議
案

◆
専
決
第
２
号

　幸
手
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

承
認

 

（
議
案
第
30
号
）

◆
専
決
第
４
号

　幸
手
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
承
認

（
議
案
第
32
号
）

◆
専
決
第
５
号

　平
成
28
年
度

幸
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を

承
認

 

（
議
案
第
33
号
）

●
議
案
第
37
号

　幸
手
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

◆
専
決
第
３
号

　幸
手
市
都
市

計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
承
認
 （議
案
第
31
号
）

　６
月
定
例
会
は
、６
月
１
日
か
ら
23
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、専
決
処
分
の
承
認

８
件
、条
例
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
１
件
、補
正
予
算
１
件
の
11
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、継
続
費
等
３
件
の
報
告
が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ

ま
し
た
。審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、承
認
、可
決
し
ま
し
た
。

正
・
副
議
長
・
各
常
任
委
員
会
等
人
事
一
新

専
決
処
分
含
む
市
長
提
出
議
案
11
件
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認
・
可
決

行幸小学校校舎大規模改修工事
請負契約（2億5752万1680円）可決!

【行幸小の改修工事の主な内容】
　⑴　屋上防水改修工事
　　　ウレタン塗膜防水。
　⑵　外壁改修工事
　　　外壁のひび割れ、モルタルの浮き、

モルタルの欠損部、鉄筋の爆裂箇
所を補修後、塗装。

　⑶　内部改修工事
　　　普通教室、廊下の天井、壁、床を

塗装もしくは張替え。
　⑷　職員室等改修工事
　　　職員室内部の改修および校長室、

教育相談室を移設。
　⑸　トイレ改修工事
　　　児童用および職員用トイレを全面

改修し、便器の洋式化。
　⑹　窓ガラス耐震化工事
　　　窓ガラスを強化ガラスに交換、又

は飛散防止フィルムを貼る。
　　この他、スタジオ改修工事、給水管
更新工事　等。

【大規模改修の済んだ学校 】
平成14年度　さかえ小学校
平成16年度　さくら小学校
平成18年度　西中学校
平成26年度　上高野小学校
平成28年度　幸手小学校

【今後の改修予定】
平成30年度　八代小、さくら小、
東中、西中学校の校舎および屋
外トイレ大規模改修

平成31年度　権現堂川小、吉田小、
さかえ小学校の校舎および屋外
トイレ大規模改修、長倉小学校
の屋外および未改修分トイレ大
規模改修

平成32年度　幸手小、上高野小、
行幸小の屋外トイレ大規模改修、
幸手中学校の屋外および未改修
分トイレ大規模改修

大規模改修される
行幸小学校前景

軽減区分

改正内容

軽減判定所得額

５割軽減 33万円＋被保険者数×26万5000円以下
　⇒　33万円+被保険者数×27万円以下

２割軽減 33万円+被保険者数×48万円以下
　⇒　33万円+被保険者数×49万円以下

＝報告第１号～３号＝＝報告第１号～３号＝
平成28年度各予算において
翌年度に繰越した事業

会計区分 件数 翌年度繰越額
一般会計 ９件 10億6858万8千円
介護保険
特別会計 1件 381万4千円

公共下水道
事業

特別会計
1件 5886万6千円

　平成28年度内に予算計上したが
その支出を終わらず、平成29年度
に繰越す事業について報告があり
ました。
　主な事業と繰越額は、第２保育
所建設事業（３億7194万２千円）、
市道１－２号線道路舗装事業
（2900万円）、古川橋架替事業
（7100万円）、駅橋上化および自
由通路整備事業（7690万円）など。

６月議会
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行幸小学校校舎大規模改修工事
請負契約（2億5752万1680円）可決!

【行幸小の改修工事の主な内容】
　⑴　屋上防水改修工事
　　　ウレタン塗膜防水。
　⑵　外壁改修工事
　　　外壁のひび割れ、モルタルの浮き、

モルタルの欠損部、鉄筋の爆裂箇
所を補修後、塗装。

　⑶　内部改修工事
　　　普通教室、廊下の天井、壁、床を

塗装もしくは張替え。
　⑷　職員室等改修工事
　　　職員室内部の改修および校長室、

教育相談室を移設。
　⑸　トイレ改修工事
　　　児童用および職員用トイレを全面

改修し、便器の洋式化。
　⑹　窓ガラス耐震化工事
　　　窓ガラスを強化ガラスに交換、又

は飛散防止フィルムを貼る。
　　この他、スタジオ改修工事、給水管
更新工事　等。

【大規模改修の済んだ学校 】
平成14年度　さかえ小学校
平成16年度　さくら小学校
平成18年度　西中学校
平成26年度　上高野小学校
平成28年度　幸手小学校

【今後の改修予定】
平成30年度　八代小、さくら小、
東中、西中学校の校舎および屋
外トイレ大規模改修

平成31年度　権現堂川小、吉田小、
さかえ小学校の校舎および屋外
トイレ大規模改修、長倉小学校
の屋外および未改修分トイレ大
規模改修

平成32年度　幸手小、上高野小、
行幸小の屋外トイレ大規模改修、
幸手中学校の屋外および未改修
分トイレ大規模改修

大規模改修される
行幸小学校前景

軽減区分

改正内容

軽減判定所得額

５割軽減 33万円＋被保険者数×26万5000円以下
　⇒　33万円+被保険者数×27万円以下

２割軽減 33万円+被保険者数×48万円以下
　⇒　33万円+被保険者数×49万円以下

＝報告第１号～３号＝＝報告第１号～３号＝
平成28年度各予算において
翌年度に繰越した事業

会計区分 件数 翌年度繰越額
一般会計 ９件 10億6858万8千円
介護保険
特別会計 1件 381万4千円

公共下水道
事業

特別会計
1件 5886万6千円

　平成28年度内に予算計上したが
その支出を終わらず、平成29年度
に繰越す事業について報告があり
ました。
　主な事業と繰越額は、第２保育
所建設事業（３億7194万２千円）、
市道１－２号線道路舗装事業
（2900万円）、古川橋架替事業
（7100万円）、駅橋上化および自
由通路整備事業（7690万円）など。

６月議会



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（6）（7）

　埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
第
４
区
議
長

会
が
主
催
す
る
議
員
研
修
会
が
７
月
11

日
㈫
に
久
喜
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
地
域
活
性
化
〜
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
〜
」。

　講
師
で
あ
る
東
海
大
学
文
学
部
広
報

メ
デ
ィ
ア
学
科
教
授
の
河
井
孝
仁
氏
は
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
が
専

門
で
す
。

　大
学
で
の
指
導
の
傍
ら
、
国
や
地
方

自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
中
心
に
多
様
な

広
報
施
策
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を

支
援
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
交
え
な

が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
で

実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
経
営
を
考
え
る
う
え
で
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

幸
手
市
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

む
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

問

　市
内
に
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は

何
か
所
あ
る
の
か
。

答

　保
育
所
が
該
当
し
、
公
立
保
育
所

３
か
所
、私
立
保
育
所
２
か
所
で
あ
る
。

問

　地
域
型
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

る
事
業
者
は
市
内
何
か
所
か
。

答

　１
か
所
で
あ
る
。

問

　事
業
実
施
内
容
は
。

答

　ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
預
か
る
小
規
模
保
育
事
業
を
行
い
、

定
員
は
19
名
以
下
で
あ
る
。

問

　支
給
認
定
保
護
者
の
受
給
資
格
等

の
確
認
が
、
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る

の
か
。

答

　保
護
者
が
該
当
施
設
を
利
用
す
る

場
合
、
市
か
ら
の
情
報
に
よ
り
、
施
設

へ
の
資
格
者
証
の
提
示
が
、
必
ず
し
も

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
給
認
定
証
の
交
付
は
、
保

護
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
の
み
行

う
と
い
う
、
内
閣
府
令
の
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
に
お
い
て
も

同
様
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問

　国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

る
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
変
更
な
の
か
。

答

　平
成
30
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
広

域
化
に
向
け
て
、
国
保
情
報
集
約
シ
ス

テ
ム
に
対
し
、
幸
手
市
か
ら
の
情
報
を

流
す
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
と
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
対
応
す

る
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。

問

　ど
の
よ
う
な
情
報
が
、
国
保
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
。

答

　国
民
健
康
保
険
税
を
計
算
す
る
た

め
に
、
必
要
な
情
報
す
べ
て
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

問

　電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
、
人
口

や
自
治
体
規
模
に
よ
っ
て
異
な
る
の
か
。

答

　各
市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費

で
あ
る
。
人
口
と
い
う
よ
り
は
、
シ
ス

テ
ム
改
修
に
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
配
分
で
あ
る
。

　国
民
健
康
保
険
は
現
在
、
市
町
村

が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
県
と
市

町
村
が
共
同
保
険
者
と
な
っ
て
運
営

し
ま
す
。
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

答 問答 問答 問

答 問

問答問答問答

①保険税の賦課

③国保事業費納付金
　の支払い

④国保給付費等
　交付金の交付

②保険税の納付

⑤保険給付（医療費の
　支払いや療養費の
　支給等）
⑥保健事業等の実施

国
保
加
入
者 埼

　玉

　県国
保
加
入
者

医
療
機
関

平
成
29
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

（
議
案
第
39
号
）

農
地
の
イ
ラ
ス
ト

幸
手
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　（議
案
第
37
号
）

幸手市立第二保育所

国
民
健
康
保
険
制
度

が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
制
度

が
変
わ
り
ま
す

国
保
加
入
者 市

　町

　村

7月３日から市内の全小・中学校で
エアコンを使用開始！

7月３日から市内の全小・中学校で
エアコンを使用開始！

　市内小・中学校の教室にエアコンが
設置され、７月３日から使用されてい
ます。夏場の厳しい暑さの中、児童・
生徒の皆さんに快適に学習していただ
くために行われたもので、各小・中学
校の普通教室、特別教室、管理諸室を
含む全ての教室（12 校合計で 339 教室）
に設置されました。

○契約方法　リース方式（13 年間）
　平成 29 年７月１日～
　　　　　平成 42 年６月 30 日
○契約金額
　6億 6063 万 3720 円（13 年分合計）
　幸手小学校　授業風景

エアコンの涼しい風に、

　　　 一層勉強もはかどります！

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
・
・
・

　地
域
が
持
つ
資
源
や
特
徴
を
内
外

に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、

産
業
振
興
や
定
住
化
の
促
進
を
図
る

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い

く
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
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７
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で
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方
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、
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に
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な
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や
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シ
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を
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と
の
こ
と
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す
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日
は
さ
ま
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ま
な
事
例
を
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え
な

が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
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　シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
で

実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
経
営
を
考
え
る
う
え
で
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

幸
手
市
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

む
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

問

　市
内
に
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は

何
か
所
あ
る
の
か
。

答

　保
育
所
が
該
当
し
、
公
立
保
育
所

３
か
所
、私
立
保
育
所
２
か
所
で
あ
る
。

問

　地
域
型
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

る
事
業
者
は
市
内
何
か
所
か
。

答

　１
か
所
で
あ
る
。

問

　事
業
実
施
内
容
は
。

答

　ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
預
か
る
小
規
模
保
育
事
業
を
行
い
、

定
員
は
19
名
以
下
で
あ
る
。

問

　支
給
認
定
保
護
者
の
受
給
資
格
等

の
確
認
が
、
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る

の
か
。

答

　保
護
者
が
該
当
施
設
を
利
用
す
る

場
合
、
市
か
ら
の
情
報
に
よ
り
、
施
設

へ
の
資
格
者
証
の
提
示
が
、
必
ず
し
も

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
給
認
定
証
の
交
付
は
、
保

護
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
の
み
行

う
と
い
う
、
内
閣
府
令
の
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
に
お
い
て
も

同
様
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問

　国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

る
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
変
更
な
の
か
。

答

　平
成
30
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
広

域
化
に
向
け
て
、
国
保
情
報
集
約
シ
ス

テ
ム
に
対
し
、
幸
手
市
か
ら
の
情
報
を

流
す
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
と
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
対
応
す

る
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。

問

　ど
の
よ
う
な
情
報
が
、
国
保
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
。

答

　国
民
健
康
保
険
税
を
計
算
す
る
た

め
に
、
必
要
な
情
報
す
べ
て
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

問

　電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
、
人
口

や
自
治
体
規
模
に
よ
っ
て
異
な
る
の
か
。

答

　各
市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費

で
あ
る
。
人
口
と
い
う
よ
り
は
、
シ
ス

テ
ム
改
修
に
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
配
分
で
あ
る
。

　国
民
健
康
保
険
は
現
在
、
市
町
村

が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
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成
30
年
度
か
ら
は
県
と
市

町
村
が
共
同
保
険
者
と
な
っ
て
運
営

し
ま
す
。
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⑥保健事業等の実施
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国
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加
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7月３日から市内の全小・中学校で
エアコンを使用開始！

7月３日から市内の全小・中学校で
エアコンを使用開始！

　市内小・中学校の教室にエアコンが
設置され、７月３日から使用されてい
ます。夏場の厳しい暑さの中、児童・
生徒の皆さんに快適に学習していただ
くために行われたもので、各小・中学
校の普通教室、特別教室、管理諸室を
含む全ての教室（12 校合計で 339 教室）
に設置されました。

○契約方法　リース方式（13 年間）
　平成 29 年７月１日～
　　　　　平成 42 年６月 30 日
○契約金額
　6億 6063 万 3720 円（13 年分合計）
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エアコンの涼しい風に、

　　　 一層勉強もはかどります！

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
・
・
・

　地
域
が
持
つ
資
源
や
特
徴
を
内
外

に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、

産
業
振
興
や
定
住
化
の
促
進
を
図
る

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い

く
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
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思
う
。
現
時
点
で
財
政
的
な
支
援
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
今
後

は
通
院
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
考

慮
を
お
願
い
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
が
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
市
内
医
療
機
関
を
含
め
地
域
医

療
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　現
在
地
に
残
る
と
さ
れ
る
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
久
喜
市
と
済
生

会
の
協
議
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

（
市
長
、
健
康
福
祉
部
長
、

総
務
部
長
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
心
配
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　幸
手
市
は
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま

で
の
対
応
、
市
民
へ
の
影
響
、
今
後

の
対
応
方
針
を
伺
う
。

同
病
院
の
一
部
機
能
の
移
転

に
つ
い
て
は
、
新
聞
報
道
や

栗
橋
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
議
事

録
等
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
て
き
た
。

緊
急
時
や
通
院
等
へ
の
影
響
か
ら
不

安
や
心
配
の
声
も
あ
り
大
変
遺
憾
に

同
病
院
移
転
問
題
が
浮
上
し

て
約
一
年
が
経
過
。
今
年
５

月
８
日
、
県
済
生
会
支
部
理
事
会
が

同
病
院
の
機
能
を
加
須
市
に
一
部
移

転
し
、
急
性
期
病
院
を
新
設
す
る
整

備
の
基
本
方
針
案
を
可
決
し
た
と
報

道
が
あ
っ
た
。

　関
係
機
関
・
自
治
体
の
協
議
が
一

定
の
現
実
味
を
帯
び
る
中
、
情
報
の

少
な
い
市
民
か
ら
、
市
が
ど
の
よ
う

済
生
会
栗
橋
病
院
移
転
問
題
へ
の
対
応
は
万
全
か

Q

A

更
、
保
護
者
の
皆
様
へ
の
周
知
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
31
年
度

の
入
学
者
か
ら
の
実
施
に
向
け
た
準

備
を
進
め
る
。

（
教
育
次
長
）

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。　幸

手
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
入

学
生
児
童
生
徒
学
用
品
費
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
の

国
の
通
知
に
基
づ
き
、
単
価
の
見
直

し
を
行
い
、
幸
手
市
就
学
援
助
費
事

務
取
扱
要
綱
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

　ま
た
、
小
学
校
入
学
前
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
申
請
時
期
の
変

準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す

る
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
」
の
対
応
に
つ
い
て
は
文
部
科
学

省
の
通
知
に
従
い
、

そ
の
単
価
の
変
更

お
よ
び
入
学
前
か

ら
の
支
給
に
つ
い

て
幸
手
市
に
お
い

て
も
判
断
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、

就
学
援
助
の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
の
対
応
は

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　今定例会では、９人の議員が６月２日、５日、
６日に一般質問を行いました。質問の中から、
主なものの要旨を質問者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

松田雅代議員

　

大 平 泰 二 議 員
◯　市長の職責について
◯　民間橋上駅舎問題
◯　治水対策

大 山 重 隆 議 員
◯　全国（埼玉県）学力・学習状況調査

について
◯　幸手市の児童・生徒の学力向上への

取り組みについて

宮 杉 勝 男 議 員
◯　幸手市に係る治水関係について

本 田 謡 子 議 員
◯　権現堂の桜を守り、未来へ繋げる施
策について

武 藤 壽 男 議 員
◯　惣新田菅島地内の開発問題について
◯　市長の職務職責と緊急事態に対する
危機管理について

松 田 雅 代 議 員
◯　防犯カメラ設置について
◯　済生会栗橋病院移転問題への対応に
ついて

◯　小中学校の英語活動について
◯　市内水路の管理について
◯　幸手駅舎・自由通路整備事業につい
て

◯　市民まつりの産業振興的要素の拡充
について

小 林 啓 子 議 員
◯　就学援助における「ランドセル等新
入学児童生徒学用品費」の入学前支
給を可能にするための対応について

◯　訪問理容サービスについて
◯　書籍消毒機の設置について

小 林 順 一 議 員
◯　災害時に避難所における飲料水など
の確保について

◯　市民の安心安全な暮らしについて

小河原 浩 和 議 員
◯　幸手市まち・ひと・しごと創生総合
戦略の進捗状況について

小林啓子議員
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ど
環
境
整
備
の
不
足
が
あ
る
。
ま
た
、

学
校
は
、
生
徒
指
導
と
授
業
改
善
の

取
組
の
課
題
、
児
童
・
生
徒
は
、
学

習
へ
の
関
心
・
意
欲
の
低
さ
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
家
庭
で
の
学
習
習
慣

の
未
定
着
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
こ

れ
ら
が
相
乗
的
・
複
合
的
に
関
連
し

て
お
り
、
今
回
の
結
果
の
要
因
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。（

教
育
長
）

人
員
・
物
資
の
輸
送
や
公
共
施
設
の

電
気
設
備
の
復
旧
、
応
急
修
理
、
応

急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
協
定
な
ど
14

団
体
と
締
結
し
て
い
る
。

　今
後
、
既
に
締
結
し
て
い
る
飲
料

水
メ
ー
カ
ー
３
社
が
、
お
湯
な
ど
も

提
供
で
き
る
自
動
販
売
機
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
も
含
め
た

災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
き
た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　災
害
時
に
民
間
事
業
者
と
の
支
援

協
定
の
内
容
を
伺
う
。
避
難
所
や
病

院
等
に
、
お
湯
な
ど
の
飲
料
を
提
供

出
来
る
対
応
型
紙
コ
ッ
プ
式
自
動
販

売
機
の
設
置
の
災
害
協
定
を
提
案
す

る
が
所
見
を
伺
う
。

災
害
協
定
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
、
優
先
的
な
飲
料
水
の

提
供
や
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
内

の
在
庫
製
品
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

３
社
と
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
応

急
生
活
物
資
の
提
供
に
つ
い
て
２
社
、

災
害
時
に
は
、
そ
の
初
期
段

階
お
よ
び
避
難
所
に
お
い
て

飲
料
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
無
料

で
飲
料
を
提
供
す
る
災
害
支
援
型
自

動
販
売
機
で
、
特
に
災
害
対
応
型
紙

コ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機
は
「
お
湯
・

お
水
」
が
提
供
出
来
る
た
め
、
赤
ち

ゃ
ん
の
粉
ミ
ル
ク
の
調
乳
や
ア
ル
フ

ァ
米
の
調
理
等
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

災
害
避
難
所
に
お
け
る
お
湯
な
ど
の
確
保
は

Q

A

は
更
新
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
導
入
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
が
、
併

せ
て
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
も
即
時
性
を
担
保
す
る
た
め
、
各

課
の
更
新
依
頼
を
受
け
て
秘
書
室
が

一
括
し
て
更
新
す
る
方
法
か
ら
原
課

が
直
接
更
新
す
る
方
法
に
変
更
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
総
務
部
長
）

の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
願
い
、
実
際
に
市
が
行

っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
等
を
動

画
を
通
し
て
配
信
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
幸
手

市
を
知
っ
て
頂
い
て
は
い
か
が
か
。

幸
手
市
で
は
現
在
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
な
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
発

信
を
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
大
切
な
の
は
、
い
か
に
最

新
の
情
報
を
即
時
に
発
信
し
、
ま
た

幸
手
市
の
市
政
や
施
策
を
広

く
市
民
の
方
達
に
広
め
る
方

法
と
し
て
、
「
広
報
さ
っ
て
」
や
区

長
会
の
皆
様
の
ご
協
力
や
回
覧
板
等

で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
若
い
年
代
層
の
市
民
に
は
伝
わ

り
に
く
い
と
思
う
。

　そ
こ
で
、
若
い
年
代
層
の
方
に
身

近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を
活
用
し
、
市
か
ら

幸
手
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
策
を
提
案

A

　ま
た
、
常
任
委
員
会
出
席
の
表
示

に
つ
い
て
は
、
予
定
表
の
管
理
シ
ス

テ
ム
上
、
未
決
の
場
合
は
、
出
席
の

表
示
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ス
ポ
ー
ト
の
開
示
お
よ
び
パ
ス

ポ
ー
ト
切
り
替
え
に
伴
う
出
入
国
記

録
の
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
の
観
点
お
よ
び
議
会
中
に
海
外

旅
行
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、

開
示
お
よ
び
開
示
請
求
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

（
市
長
）

断
り
も
な
く
、
不
在
と
な
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
開
示

を
求
め
る
。
ま
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
処

分
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
入
管
法
第
60

条
で
本
人
の
出
入
国
記
録
の
開
示
請

求
が
で
き
る
。
市
長
の
身
の
潔
白
を

証
明
せ
よ
。

平
成
25
年
9
月
16
日
か
ら
18

日
は
、
公
務
日
程
が
な
か
っ

た
。　資

料
が
な
い
た
め
所
在
に
つ
い
て

の
詳
細
な
確
認
は
出
来
な
い
。

議
会
開
会
中
の
平
成
25
年
9

月
16
日
〜
18
日
の
間
、
東
南

ア
ジ
ア
（
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
）
に
行

っ
て
い
た
と
の
市
民
か
ら
の
訴
え
が

あ
る
。
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
期
間

は
、
市
長
車
両
を
使
用
し
て
い
な
い

し
、
市
長
の
予
定
表
も
常
任
委
員
会

出
席
と
な
っ
て
い
る
が
所
在
不
明
で

あ
る
。

　議
会
の
招
集
責
任
者
が
、
議
会
に

議
会
会
期
中
の
市
長
海
外
旅
行
は
認
め
ら
れ
な
い

Q

A

Q

程
で
の
つ
ま
ず
き
が
あ
り
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
最
も
効
果
的
（
研
究
に

よ
る
）
方
法
は
「
習
熟
度
別
少
人
数

学
習
」
で
あ
り
、
中
一
段
階
よ
り
早

急
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
26
年
度
以
降
の
調
査
結

果
は
本
市
と
全
国
平
均
と
の

差
が
開
く
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
要
因

は
、
教
育
委
員
会
に
よ
る
学
校
訪
問

指
導
や
授
業
改
善
の
見
届
け
の
不
足
、

教
育
支
援
員
等
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
不

足
、
市
内
統
一
テ
ス
ト
の
未
実
施
な

幸
手
市
内
の
小
中
学
生
の
学

力
低
下
が
市
民
の
間
で
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
・
埼
玉
県
学

力
調
査
に
よ
る
と
、
最
終
学
年
で
あ

る
中
三
生
の
英
語
・
数
学
の
学
力
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
全
国
平
均

よ
り
十
点
（
百
点
満
点
）
低
い
。
早

急
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
四

年
で
急
激
に
下
が
っ
て
い
る
。
分
析

す
る
と
中
一
段
階
で
の
英
数
学
習
過

小
中
学
生
の
学
力
低
下
の
原
因（
全
国
学
力
調
査
）

Q

A
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ど
環
境
整
備
の
不
足
が
あ
る
。
ま
た
、

学
校
は
、
生
徒
指
導
と
授
業
改
善
の

取
組
の
課
題
、
児
童
・
生
徒
は
、
学

習
へ
の
関
心
・
意
欲
の
低
さ
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
家
庭
で
の
学
習
習
慣

の
未
定
着
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
こ

れ
ら
が
相
乗
的
・
複
合
的
に
関
連
し

て
お
り
、
今
回
の
結
果
の
要
因
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。（

教
育
長
）

人
員
・
物
資
の
輸
送
や
公
共
施
設
の

電
気
設
備
の
復
旧
、
応
急
修
理
、
応

急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
協
定
な
ど
14

団
体
と
締
結
し
て
い
る
。

　今
後
、
既
に
締
結
し
て
い
る
飲
料

水
メ
ー
カ
ー
３
社
が
、
お
湯
な
ど
も

提
供
で
き
る
自
動
販
売
機
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
も
含
め
た

災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
き
た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　災
害
時
に
民
間
事
業
者
と
の
支
援

協
定
の
内
容
を
伺
う
。
避
難
所
や
病

院
等
に
、
お
湯
な
ど
の
飲
料
を
提
供

出
来
る
対
応
型
紙
コ
ッ
プ
式
自
動
販

売
機
の
設
置
の
災
害
協
定
を
提
案
す

る
が
所
見
を
伺
う
。

災
害
協
定
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
、
優
先
的
な
飲
料
水
の

提
供
や
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
内

の
在
庫
製
品
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

３
社
と
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
応

急
生
活
物
資
の
提
供
に
つ
い
て
２
社
、

災
害
時
に
は
、
そ
の
初
期
段

階
お
よ
び
避
難
所
に
お
い
て

飲
料
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
無
料

で
飲
料
を
提
供
す
る
災
害
支
援
型
自

動
販
売
機
で
、
特
に
災
害
対
応
型
紙

コ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機
は
「
お
湯
・

お
水
」
が
提
供
出
来
る
た
め
、
赤
ち

ゃ
ん
の
粉
ミ
ル
ク
の
調
乳
や
ア
ル
フ

ァ
米
の
調
理
等
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

災
害
避
難
所
に
お
け
る
お
湯
な
ど
の
確
保
は

Q

A

は
更
新
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
導
入
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
が
、
併

せ
て
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
も
即
時
性
を
担
保
す
る
た
め
、
各

課
の
更
新
依
頼
を
受
け
て
秘
書
室
が

一
括
し
て
更
新
す
る
方
法
か
ら
原
課

が
直
接
更
新
す
る
方
法
に
変
更
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
総
務
部
長
）

の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
願
い
、
実
際
に
市
が
行

っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
等
を
動

画
を
通
し
て
配
信
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
幸
手

市
を
知
っ
て
頂
い
て
は
い
か
が
か
。

幸
手
市
で
は
現
在
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
な
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
発

信
を
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
大
切
な
の
は
、
い
か
に
最

新
の
情
報
を
即
時
に
発
信
し
、
ま
た

幸
手
市
の
市
政
や
施
策
を
広

く
市
民
の
方
達
に
広
め
る
方

法
と
し
て
、
「
広
報
さ
っ
て
」
や
区

長
会
の
皆
様
の
ご
協
力
や
回
覧
板
等

で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
若
い
年
代
層
の
市
民
に
は
伝
わ

り
に
く
い
と
思
う
。

　そ
こ
で
、
若
い
年
代
層
の
方
に
身

近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を
活
用
し
、
市
か
ら

幸
手
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
策
を
提
案

A

　ま
た
、
常
任
委
員
会
出
席
の
表
示

に
つ
い
て
は
、
予
定
表
の
管
理
シ
ス

テ
ム
上
、
未
決
の
場
合
は
、
出
席
の

表
示
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　パ
ス
ポ
ー
ト
の
開
示
お
よ
び
パ
ス

ポ
ー
ト
切
り
替
え
に
伴
う
出
入
国
記

録
の
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
の
観
点
お
よ
び
議
会
中
に
海
外

旅
行
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、

開
示
お
よ
び
開
示
請
求
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

（
市
長
）

断
り
も
な
く
、
不
在
と
な
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
開
示

を
求
め
る
。
ま
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
処

分
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
入
管
法
第
60

条
で
本
人
の
出
入
国
記
録
の
開
示
請

求
が
で
き
る
。
市
長
の
身
の
潔
白
を

証
明
せ
よ
。

平
成
25
年
9
月
16
日
か
ら
18

日
は
、
公
務
日
程
が
な
か
っ

た
。　資

料
が
な
い
た
め
所
在
に
つ
い
て

の
詳
細
な
確
認
は
出
来
な
い
。

議
会
開
会
中
の
平
成
25
年
9

月
16
日
〜
18
日
の
間
、
東
南

ア
ジ
ア
（
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
）
に
行

っ
て
い
た
と
の
市
民
か
ら
の
訴
え
が

あ
る
。
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
期
間

は
、
市
長
車
両
を
使
用
し
て
い
な
い

し
、
市
長
の
予
定
表
も
常
任
委
員
会

出
席
と
な
っ
て
い
る
が
所
在
不
明
で

あ
る
。

　議
会
の
招
集
責
任
者
が
、
議
会
に

議
会
会
期
中
の
市
長
海
外
旅
行
は
認
め
ら
れ
な
い

Q

A

Q

程
で
の
つ
ま
ず
き
が
あ
り
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
最
も
効
果
的
（
研
究
に

よ
る
）
方
法
は
「
習
熟
度
別
少
人
数

学
習
」
で
あ
り
、
中
一
段
階
よ
り
早

急
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
26
年
度
以
降
の
調
査
結

果
は
本
市
と
全
国
平
均
と
の

差
が
開
く
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
要
因

は
、
教
育
委
員
会
に
よ
る
学
校
訪
問

指
導
や
授
業
改
善
の
見
届
け
の
不
足
、

教
育
支
援
員
等
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
不

足
、
市
内
統
一
テ
ス
ト
の
未
実
施
な

幸
手
市
内
の
小
中
学
生
の
学

力
低
下
が
市
民
の
間
で
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
・
埼
玉
県
学

力
調
査
に
よ
る
と
、
最
終
学
年
で
あ

る
中
三
生
の
英
語
・
数
学
の
学
力
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
全
国
平
均

よ
り
十
点
（
百
点
満
点
）
低
い
。
早

急
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
四

年
で
急
激
に
下
が
っ
て
い
る
。
分
析

す
る
と
中
一
段
階
で
の
英
数
学
習
過

小
中
学
生
の
学
力
低
下
の
原
因（
全
国
学
力
調
査
）

Q
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き
継
い
で
い
く
責
任
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

（
建
設
経
済
部
長
）

幸
手
市
で
は
、
外
来
種
の
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
に
よ
る
桜
の
被

害
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
も
引
き
続
き
注
視
し
た
い
。

　ま
た
、
「
樹
木
医
」
は
樹
木
の
診

断
や
保
護
育
成
の
専
門
家
で
、
権
現

堂
桜
堤
に
お
い
て
は
、
管
理
者
の
日

常
的
な
桜
の
管
理
の
ほ
か
、
一
部
の

業
務
を
「
樹
木
医
」
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
桜
の
保
護
・

保
全
を
行
な
っ
て
い
る
。

　市
で
は
、
権
現
堂
桜
堤
の
桜
を
貴

重
な
地
域
資
源
と
し
て
、
後
世
に
引

近
年
、
桜
の
木
の
生
木
が
、

外
来
種
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の

食
害
に
よ
り
枯
死
と
な
り
、
伐
採
さ

れ
る
と
い
う
桜
の
危
機
に
面
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
桜
を
守
る
木
の
お
医

者
さ
ん
「
樹
木
医
」
に
対
す
る
考
え

と
、
幸
手
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
桜

を
守
る
た
め
の
市
の
責
任
を
伺
う
。

落
か
ら
の
排
水
を
取
り
込
む
こ
と

は
困
難
の
た
め
市
内
へ
の
水
量
を

減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。

⑵
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
の
理
解
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
一
時

的
な
保
水
に
つ
い
て
の
可
能
性
を

検
証
し
て
い
く
。

⑶
今
後
検
証
を
し
て
い
く
。

⑷
建
設
当
初
と
同
等
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
経
済
部
長
）

は
で
き
な
い
か
。

⑵
市
内
の
田
ん
ぼ
に
、
一
時
的
に
雨

水
を
保
水
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

⑶
主
流
の
河
川
に
流
入
し
て
い
る
所

の
効
率
性
に
つ
い
て
、
専
門
機
関

に
て
調
査
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

⑷
大
島
新
田
や
首
都
圏
外
郭
放
水
路

の
越
流
堤
は
、
建
設
当
初
と
同
等

の
役
割
が
果
た
せ
て
い
る
か
。

⑴
香
日
向
の
開
発
に
伴
う
雨

水
排
水
施
設
で
あ
り
、
大
中

大
雨
の

時
の
浸

水
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
次

の
事
を
伺
う
。

⑴
香
日
向
か
ら

中
川
へ
排
出

し
て
い
る
所

の
ポ
ン
プ
を
大
き
く
し
て
、
幸
手

市
内
に
入
る
水
量
を
減
ら
す
こ
と

幸
手
市
に
係
る
治
水
関
係

Q

A

権
現
堂
の
桜
を
守
り
、
未
来
へ
繋
げ
る
た
め
に

Q

A

対
応
方
針
の
決
定
、
危
機
管
理
活
動

体
制
や
情
報
管
理
体
制
確
立
の
た
め

の
指
示
命
令
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

関
係
機
関
へ
の
支
援
要
請
等
を
実
施

す
る
。

　緊
急
情
報
を
迅
速
に
市
民
へ
伝
達

す
る
体
制
の
整
備
や
、
休
日
等
に
お

け
る
連
絡
体
制
の
整
備
に
よ
り
、
今

後
も
緊
急
事
態
へ
の
対
応
に
努
め
て

い
く
。

　平
成
28
年
８
月
の
渡
航
先
は
台
湾

で
あ
る
。

　（市
長
、
総
務
部
長
）

て
い
る
。

　唯
一
の
責
任
者
た
る
市
長
が
、
国

内
に
不
在
の
場
合
の
危
機
対
応
は
十

分
か
伺
う
。

　ま
た
、
平
成
27
年
７
月
以
降
二
回

海
外
に
行
か
れ
た
と
言
わ
れ
た
が
、

昨
年
８
月
何
処
に
行
か
れ
た
か
伺
う
。

市
長
は
、
危
機
管
理
に
関
す

る
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
自

然
災
害
や
危
機
発
生
時
に
お
い
て
は
、

的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

状
況
に
応
じ
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、

市
長
は
多
く
の
市
民
の
信
頼

を
基
に
選
出
さ
れ
、
五
万
余

の
全
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
と
市
の
将
来
を
担
う
極

め
て
重
い
責
任
を
、
一
寸
た
り
と
も

休
む
こ
と
な
く
、
常
時
有
さ
れ
て
い

る
。　近

年
、
自
然
災
害
・
社
会
的
災
害

を
始
め
、
こ
と
あ
る
時
の
市
民
を
守

る
危
機
管
理
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ

市
長
の
職
責
と
国
内
不
在
時
の
危
機
管
理
は

Q

A

６月定例会

傍　聴　者

の方が視聴されました。
４月 161件 ５月 188件 ６月 2251件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

38人の方が傍聴されました。

議会インターネット中継のアクセス件数

６月定例会　会期日程
６
月
1
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　提
案
理
由
説
明

６
月
2
日
・
5
日
・
6
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

６
月
12
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　・
議
案
の
委
員
会
付
託

６
月
13
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

６
月
14
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
月
15
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

６
月
23
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　・
閉
会

９月４日開会予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.city.satte.lg.jp/

９月定例会のお知らせ

　議会では日常生活にかかわる条例や事業
の予算などを審議し、決定しています。
　ぜひ、傍聴にお出かけください。

議会を傍聴しませんか

●それぞれの内容の詳細は会議録および市議
会ホームページ（インターネット映像配信
システム）でご覧になれます。
●会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、
市役所の情報公開コーナー、または市議会
ホームページで公開しています。
●６月定例会の会議録は９月上旬頃公開予定
です。

武藤寿男議員 本田謡子議員 宮杉勝男議員



市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問
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き
継
い
で
い
く
責
任
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

（
建
設
経
済
部
長
）

幸
手
市
で
は
、
外
来
種
の
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
に
よ
る
桜
の
被

害
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
も
引
き
続
き
注
視
し
た
い
。

　ま
た
、
「
樹
木
医
」
は
樹
木
の
診

断
や
保
護
育
成
の
専
門
家
で
、
権
現

堂
桜
堤
に
お
い
て
は
、
管
理
者
の
日

常
的
な
桜
の
管
理
の
ほ
か
、
一
部
の

業
務
を
「
樹
木
医
」
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
桜
の
保
護
・

保
全
を
行
な
っ
て
い
る
。

　市
で
は
、
権
現
堂
桜
堤
の
桜
を
貴

重
な
地
域
資
源
と
し
て
、
後
世
に
引

近
年
、
桜
の
木
の
生
木
が
、

外
来
種
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の

食
害
に
よ
り
枯
死
と
な
り
、
伐
採
さ

れ
る
と
い
う
桜
の
危
機
に
面
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
桜
を
守
る
木
の
お
医

者
さ
ん
「
樹
木
医
」
に
対
す
る
考
え

と
、
幸
手
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
桜

を
守
る
た
め
の
市
の
責
任
を
伺
う
。

落
か
ら
の
排
水
を
取
り
込
む
こ
と

は
困
難
の
た
め
市
内
へ
の
水
量
を

減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。

⑵
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
の
理
解
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
一
時

的
な
保
水
に
つ
い
て
の
可
能
性
を

検
証
し
て
い
く
。

⑶
今
後
検
証
を
し
て
い
く
。

⑷
建
設
当
初
と
同
等
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
経
済
部
長
）

は
で
き
な
い
か
。

⑵
市
内
の
田
ん
ぼ
に
、
一
時
的
に
雨

水
を
保
水
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

⑶
主
流
の
河
川
に
流
入
し
て
い
る
所

の
効
率
性
に
つ
い
て
、
専
門
機
関

に
て
調
査
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

⑷
大
島
新
田
や
首
都
圏
外
郭
放
水
路

の
越
流
堤
は
、
建
設
当
初
と
同
等

の
役
割
が
果
た
せ
て
い
る
か
。

⑴
香
日
向
の
開
発
に
伴
う
雨

水
排
水
施
設
で
あ
り
、
大
中

大
雨
の

時
の
浸

水
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
次

の
事
を
伺
う
。

⑴
香
日
向
か
ら

中
川
へ
排
出

し
て
い
る
所

の
ポ
ン
プ
を
大
き
く
し
て
、
幸
手

市
内
に
入
る
水
量
を
減
ら
す
こ
と

幸
手
市
に
係
る
治
水
関
係
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や
、
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日
等
に
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け
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絡
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に
よ
り
、
今

後
も
緊
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事
態
へ
の
対
応
に
努
め
て

い
く
。

　平
成
28
年
８
月
の
渡
航
先
は
台
湾

で
あ
る
。

　（市
長
、
総
務
部
長
）

て
い
る
。

　唯
一
の
責
任
者
た
る
市
長
が
、
国

内
に
不
在
の
場
合
の
危
機
対
応
は
十

分
か
伺
う
。

　ま
た
、
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27
年
７
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以
降
二
回

海
外
に
行
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れ
た
と
言
わ
れ
た
が
、

昨
年
８
月
何
処
に
行
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れ
た
か
伺
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。

市
長
は
、
危
機
管
理
に
関
す

る
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
自

然
災
害
や
危
機
発
生
時
に
お
い
て
は
、

的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

状
況
に
応
じ
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、

市
長
は
多
く
の
市
民
の
信
頼

を
基
に
選
出
さ
れ
、
五
万
余

の
全
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
と
市
の
将
来
を
担
う
極

め
て
重
い
責
任
を
、
一
寸
た
り
と
も

休
む
こ
と
な
く
、
常
時
有
さ
れ
て
い

る
。　近

年
、
自
然
災
害
・
社
会
的
災
害

を
始
め
、
こ
と
あ
る
時
の
市
民
を
守

る
危
機
管
理
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ

市
長
の
職
責
と
国
内
不
在
時
の
危
機
管
理
は

Q

A

６月定例会

傍　聴　者

の方が視聴されました。
４月 161件 ５月 188件 ６月 2251件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

38人の方が傍聴されました。

議会インターネット中継のアクセス件数

６月定例会　会期日程
６
月
1
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　提
案
理
由
説
明

６
月
2
日
・
5
日
・
6
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

６
月
12
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　・
議
案
の
委
員
会
付
託

６
月
13
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

６
月
14
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
月
15
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

６
月
23
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　・
閉
会

９月４日開会予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.city.satte.lg.jp/

９月定例会のお知らせ

　議会では日常生活にかかわる条例や事業
の予算などを審議し、決定しています。
　ぜひ、傍聴にお出かけください。

議会を傍聴しませんか

●それぞれの内容の詳細は会議録および市議
会ホームページ（インターネット映像配信
システム）でご覧になれます。
●会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、
市役所の情報公開コーナー、または市議会
ホームページで公開しています。
●６月定例会の会議録は９月上旬頃公開予定
です。

武藤寿男議員 本田謡子議員 宮杉勝男議員



議員全員協議会で市内各工事現場を視察

　施設稼動開始後30年以上を経過し、建物自体につ
いては、50年程度の耐用年数を有していますが、主
要設備装置の老朽化が進行し、平成26年～27年度に、
主要設備の改修等施設延命化のための施設設備（基
幹的設備改良工事）実施し、目標を平成37年度とす
る延命化を図りました。（環境課）

　今回の整備は、現在の川幅で「暫定形」として施
工します。将来、河川改修が行われる際には、更に
外側15mずつ橋を付け足す計画となっており、全長
60mで完成形として設計しています。
　昨年度は川の右岸側、今年度は左岸側となりま
す。平成30年度には護岸工を施工し、31年度は道路
部分を施工する予定です。
　また、橋の直近で現状の道路より約2m高くなり
ます。それは中川の計画高水位との兼ね合いから、
以前の橋よりも高くしなければならないためで
す。
（道路河川課）　

それぞれの場所で担当者からの説明を聞き、視察
し、質疑や活発な意見交換が行われました。
議員全員が幸手市内工事現場を視察したことで、
より一層明確な理解ができました。

〔し尿処理施設基幹的設備改良工事〕
●工期　平成26年10月3日～平成28年3月20日
●請負代金額 7億8084万円
　財源内訳：国庫補助金 3億1355万4千円
　　　　　　地方債 4億1660万円
　　　　　　一般財源 5068万6千円
●工事概要
　受入貯留設備
　主処理設備
　高度処理設備
　汚泥処理設備
　脱臭設備
　その他

幸手市ひばりヶ丘桜泉園（し尿処理施設）

　平成28年９月、最終処分場の浸出水処理工程の一
つであるNo.１酸化用回転円板が稼働停止してしま
いました。
　現場にて調査したところ、長年の稼働により円板
に付着した物質（カルキや微生物など）の重量に、
主軸を固定している部品が経年劣化により耐えき
れなくなり離脱し、中心線がずれたことで主軸自体
が折れてしまったことが考えられます。（環境課）

〔最終処分場No.１酸化用回転円板補修工事〕
●工期　平成28年12月13日～
　　　　（当初）平成29年3月24日
　　　　（変更）平成29年6月30日
●請負代金額 2214万円
　財源内訳：一般財源 2214万円
●工事概要
　幸手市一般廃棄物最終処分場浸出水処理施設の生物
処理設備であるNo.１酸化用回転円板の補修工事

幸手市一般廃棄物最終処分場

橋長　30.5m
全幅　11m（車道7m、歩道3m、
　　　　　　その他両端の高欄部分60㎝・40㎝）
橋脚　高さ11.8m
　　　600㎜の基礎杭、長さ45mの24本

古川橋

〔自由通路および橋上駅舎整備事業の進捗〕
　新設　警察派出所/仮駅舎/仮跨線橋/仮旅客トイレ
　解体　既存警察派出所/既存旧定期券売場/既存旅客

トイレ/既存駅舎/既存上屋一部/既存跨線橋
〈平成29年度事業概要〉
●協定締結日　平成29年4月3日
●工事内容　自由通路および橋上駅舎新設
　　　　　　杭工事、鉄骨工事
●着手予定　平成29年8月
●工事費：自由通路整備工事 6億1095万円
　　　　　橋上駅舎整備工事 5億1797万円

幸手駅舎（仮駅舎）

平成29年６月14日㈬

（平成29年3月4日供用開始）

協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察協議会視察

（14）（15）

議員全員協議会で市内各工事現場を視察

　施設稼動開始後30年以上を経過し、建物自体につ
いては、50年程度の耐用年数を有していますが、主
要設備装置の老朽化が進行し、平成26年～27年度に、
主要設備の改修等施設延命化のための施設設備（基
幹的設備改良工事）実施し、目標を平成37年度とす
る延命化を図りました。（環境課）

　今回の整備は、現在の川幅で「暫定形」として施
工します。将来、河川改修が行われる際には、更に
外側15mずつ橋を付け足す計画となっており、全長
60mで完成形として設計しています。
　昨年度は川の右岸側、今年度は左岸側となりま
す。平成30年度には護岸工を施工し、31年度は道路
部分を施工する予定です。
　また、橋の直近で現状の道路より約2m高くなり
ます。それは中川の計画高水位との兼ね合いから、
以前の橋よりも高くしなければならないためで
す。
（道路河川課）　

それぞれの場所で担当者からの説明を聞き、視察
し、質疑や活発な意見交換が行われました。
議員全員が幸手市内工事現場を視察したことで、
より一層明確な理解ができました。

〔し尿処理施設基幹的設備改良工事〕
●工期　平成26年10月3日～平成28年3月20日
●請負代金額 7億8084万円
　財源内訳：国庫補助金 3億1355万4千円
　　　　　　地方債 4億1660万円
　　　　　　一般財源 5068万6千円
●工事概要
　受入貯留設備
　主処理設備
　高度処理設備
　汚泥処理設備
　脱臭設備
　その他

幸手市ひばりヶ丘桜泉園（し尿処理施設）

　平成28年９月、最終処分場の浸出水処理工程の一
つであるNo.１酸化用回転円板が稼働停止してしま
いました。
　現場にて調査したところ、長年の稼働により円板
に付着した物質（カルキや微生物など）の重量に、
主軸を固定している部品が経年劣化により耐えき
れなくなり離脱し、中心線がずれたことで主軸自体
が折れてしまったことが考えられます。（環境課）

〔最終処分場No.１酸化用回転円板補修工事〕
●工期　平成28年12月13日～
　　　　（当初）平成29年3月24日
　　　　（変更）平成29年6月30日
●請負代金額 2214万円
　財源内訳：一般財源 2214万円
●工事概要
　幸手市一般廃棄物最終処分場浸出水処理施設の生物
処理設備であるNo.１酸化用回転円板の補修工事

幸手市一般廃棄物最終処分場

橋長　30.5m
全幅　11m（車道7m、歩道3m、
　　　　　　その他両端の高欄部分60㎝・40㎝）
橋脚　高さ11.8m
　　　600㎜の基礎杭、長さ45mの24本

古川橋

〔自由通路および橋上駅舎整備事業の進捗〕
　新設　警察派出所/仮駅舎/仮跨線橋/仮旅客トイレ
　解体　既存警察派出所/既存旧定期券売場/既存旅客

トイレ/既存駅舎/既存上屋一部/既存跨線橋
〈平成29年度事業概要〉
●協定締結日　平成29年4月3日
●工事内容　自由通路および橋上駅舎新設
　　　　　　杭工事、鉄骨工事
●着手予定　平成29年8月
●工事費：自由通路整備工事 6億1095万円
　　　　　橋上駅舎整備工事 5億1797万円

幸手駅舎（仮駅舎）

平成29年６月14日㈬

（平成29年3月4日供用開始）
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（市長提出議案）

議案番号

議席番号・議員名 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

付　託
委員会

議決結果

議　案　名

大
山
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隆
（
無
）

小
林
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子
（
公
）

小
河
原
浩
和
（
改
）

本
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子
（
改
）

松
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代
（
先
）

宮
杉
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男
（
自
）

木
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夫
（
自
）

小
林

　順
一
（
公
）

中
村

　孝
子
（
先
）

藤
沼

　
　貢
（
無
）

青
木

　
　章
（
新
）

手
島

　幸
成
（
新
）

武
藤

　壽
男
（
無
）

大
平

　泰
二
（
共
）

議案第29号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第１号）
幸手市職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第30号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号）
幸手市税条例の一部を改正する条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第31号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第３号）
幸手市都市計画税条例の一部を改正す
る条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第32号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第４号）
幸手市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第33号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号）
平成28年度幸手市一般会計補正予算
（第６号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第34号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第６号）
平成28年度幸手市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第35号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第７号）
平成28年度幸手市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ー 賛成多数承認

議案第36号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号）
平成28年度幸手市公共下水道事業特別
会計補正予算（第４号）

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員承認

議案第37号
幸手市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第38号 工事請負契約の締結について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員可決

議案第39号 平成29年度幸手市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × 文教厚生 賛成多数可決

八坂大神輿宮出し
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６月定例会のおもなことがら
・新正副議長挨拶、議員の役職一覧
・平成29年６月定例会議案など
・常任委員会での審議
・市政に対する一般質問
・市内の各工事現場を視察
・議決の結果一覧、編集後記

市議会だよりは市のホームページでもご覧いただけます。http://www.city.satte.lg.jp/

（○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席）公明党…公　改革…改　先進…先　自由民主党…自　新緑…新　日本共産党…共　無所属…無

平成29年6月定例会 提出された議案の結果

〔市議会だよりさって〕No.83　平成29年（2017）8月1日発行　■発　行：幸手市議会　〒340-0192幸手市東4－6－8　Tel 0480（43）1111　■編　集：幸手市議会広報編集委員会
　 この広報紙は資源保護のため、再生紙および植物油インキを使用しています。
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四季折々に咲く花が楽しめる権現堂堤、梅雨の
時季にはあじさいまつりで賑わいました。春の

桜まつりでは幸手駅に特急スペーシアが臨時停車するなど、駅からパ
ンフレットを片手に歩き始める方々を多く見かけるようになりまし
た。幸手宿観光ガイドの会が行う「幸手宿場歩き」も幸手駅が起点。
今、幸手駅が市活性化のキーワードになっています。議会と市は車の
両輪として、幸手駅橋上化をはじめ、市の発展に全力で取り組みたい
と思います。

編 集 後 記委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

藤　沼　　　貢
宮　杉　勝　男
青　木　　　章
大　平　泰　二
大　山　重　隆
木　村　治　夫
小　林　順　一
本　田　謡　子
松　田　雅　代
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